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 平成１７年１月、日本たばこ産業株式会社（ＪＴ）が「企業の森」事業に参加する事を決定しました。 

「ＪＴの森（仮称）」は、 約５０ｈａ約５０ｈａ約５０ｈａ約５０ｈａのののの森林森林森林森林にににに、、、、広広広広葉樹葉樹葉樹葉樹などなどなどなど１８万本１８万本１８万本１８万本のののの苗木苗木苗木苗木をををを植栽植栽植栽植栽するするするするという、「企業の森」ではこれまでにない大規模大規模大規模大規模なななな森林保全活動森林保全活動森林保全活動森林保全活動です。 

また、今回の事業地は世界遺産に登録されている「紀伊山地の霊場と参詣道」の中辺路ルートに近接していることから、 ““““世界遺世界遺世界遺世界遺産産産産のののの「文化的景「文化的景「文化的景「文化的景観観観観」」」」をををを守守守守るるるる””””効果

を更に推進するものと考えます。 

    ● ● ● ● 日本日本日本日本たばこたばこたばこたばこ産産産産業株式業株式業株式業株式会会会会社（ＪＴ）社（ＪＴ）社（ＪＴ）社（ＪＴ）のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ概概概概要要要要

 事 業 地   西牟婁郡中辺路町野中地内 （民有地）   地図

 面積と現況   約５０ｈａ約５０ｈａ約５０ｈａ約５０ｈａ

 事 業 計 画

環境保全のための広葉樹等植栽及び育林を実施。 

・ 植栽樹種及び本数 

  ケヤキ、コナラなどの広葉樹等 約１８万本（予定）約１８万本（予定）約１８万本（予定）約１８万本（予定） 

・ 植栽や下草刈り等は社員が現地を訪問し、作業に 参加する。  

・ 活動にあたっては、地元の方々と一緒に植栽や下 草刈りに汗を流し、森林の重要性や自然環境保全 についての理解を深

める。  

 事 業 目 的 

 及 び 効 果  

  ＪＴは、たばこ、医薬、食品事業を中心に事業展開 

を行っており、自然由来の原材料が多い。このような事業特性に鑑み、事業を支える自然への感謝と、企業の社会的責任の観

点から、自然環境保全への取り組みとして、森林保全活動を行う。また、社員が活動に参加することにより、地球環境保全への

関心を全社的に向上させていく。  

  

  

    ●●●●    森林保全森林保全森林保全森林保全・・・・管理協定管理協定管理協定管理協定のののの締結！締結！締結！締結！

 日  時  平成１７年１月２０日（木） １０：００ ～

 場  所  ルポール麹町 ３Ｆ アメジスト

 出 席 者

【日本たばこ産業株式会社】 

 本田 代表取締役社長、下村 執行役員  

 阿部 大阪支店長、篠原 地球環境部長  

【県】  

 木村 知事、山崎 緑の雇用推進局長  

 白藤 東京事務所長  

 岡崎 西牟婁振興局農林水産振興部長  

【中辺路町】  

 真砂 町長  

【社団法人 近野振興会】  

 阪本 会長理事  

【中辺路町森林組合】  

 岡上 代表理事専務  

【全国森林組合連合会】  

 岩川 代表理事専務  

【和歌山県森林組合連合会】  

 面屋 参事  

 この調印式の中で、木村知事木村知事木村知事木村知事は「今回のＪＴの取り組みは５０ｈａという大規模な取り組みであり、世界遺産の中心的な場所である中辺路町で実施していただくも

ので、今後今後今後今後のののの「企業「企業「企業「企業のののの森」森」森」森」のののの展開展開展開展開にとってにとってにとってにとって大大大大きなきなきなきな弾弾弾弾みになるものとみになるものとみになるものとみになるものと考考考考えているえているえているえている。。。。京都議定書の発効を控え、二酸化炭素排出削減は国家の課題となっている。今回

の事業は二酸化炭素の固定化に大きく貢献するものであり、県としても積極的にＰＲしていきたい」と話しました。

 取り組みを実施する日本日本日本日本たばこたばこたばこたばこ産産産産業株式業株式業株式業株式会会会会社社社社の本田代表取締役社長は、「ＪＴＪＴＪＴＪＴはははは、地球環境問題、地球環境問題、地球環境問題、地球環境問題をををを経営経営経営経営のののの最重要課題最重要課題最重要課題最重要課題とととと考考考考えておりえておりえておりえており、地球環境問題、地球環境問題、地球環境問題、地球環境問題へのへのへのへの貢貢貢貢献献献献

はははは、企業、企業、企業、企業のののの社社社社会会会会的責任的責任的責任的責任というよりはというよりはというよりはというよりは「企業「企業「企業「企業のののの存立要件」存立要件」存立要件」存立要件」ともいうべきものとともいうべきものとともいうべきものとともいうべきものと考考考考えているえているえているえている。活動にあたっては、社員も植栽等に参加することで地域との交流を行って

いきたい。」と活動に対する意気込みを語られました。
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 また、受入を行う中中中中辺辺辺辺路町路町路町路町のののの真真真真砂町長砂町長砂町長砂町長は、「世界遺産登録された熊野古道の景観を良好な状態で後世に伝えていくことは大きな課題。このためには過疎化の

進む地元地域や行政だけでは限界があるので、今回ＪＴに取り組んで頂けることは非常に喜ばしい」と話しました。

◎ 協定書調印式の模様 

 
協定書の調印後、三者で握手 

  左から、木村知事、本田代表取締役社長、真砂中辺路町長  

○ 「企業の森」ページに戻る

 

 

このページに関するお問い合わせは 

和歌山県農林水産部森林・林業局森林整備課 【 フロアマップ 】  

〒640-8585 和歌山市小松原通1-1 【 地図 】 

TEL：073-441-2982 FAX：073-432-5850 メール：kig-mori@pref.wakayama.lg.jp 
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